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今 月 の 表 紙
【ぶなのもりこども園の一日】
　この日のぶなのもりこども園の未満児は、水
遊びをしました。ペットボトルに水を汲んでみ
たり、手ですくった水を顔にかけてみたりと自
分たちで遊び方を考えながら楽しみました。
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ぶ
な
の
も
り
こ
ど
も
園
は
、

幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能
を
併

せ
も
つ
こ
ど
も
園
と
し
て
、
保

護
者
だ
け
で
な
く
多
く
の
町
民

の
方
か
ら
地
域
の
子
育
て
支
援

の
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
期
待

さ
れ
る
な
ど
、
注
目
の
中
、
今

年
４
月
に
開
園
し
ま
し
た
。
自

然
豊
か
な
只
見
町
で
、
満
１
歳

か
ら
就
学
前
の
子
ど
も
た
ち

が
、
年
齢
の
枠
を
越
え
て
共
に

過
ご
し
、
人
と
関
わ
る
力
や
自

分
ら
し
さ
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
開
園
か
ら
３
ヵ
月
が
経
ち
、

初
め
は
不
安
そ
う
な
顔
を
し
て

い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
先
生
方

の
温
か
な
声
掛
け
や
友
達
と
の

楽
し
い
関
わ
り
で
、
今
で
は
目

を
輝
か
せ
て
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
園
庭

や
散
歩
先
の
自
然
の
中
で
は
、

様
々
な
発
見
が
あ
り
、
感
性
を

刺
激
す
る
体
験
が
日
常
の
一
部

と
し
て
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　ぶなのもりこども園の教育・保育の目標は、将来的に「自立した人間」の育成です。
子どもたちが自ら考え、判断し、主体的に行動できる力を育てるために、園では日々の遊びを
通して多様な体験を重ねています。その中で特に大切にしているのが次の４点です。

　さらに、園では失敗や危険を回避する経験を通じて、判断力や自立心を育てることを重要と考えています。
大きなケガにつながらないように安全な環境を整えていくことも、私たち保育者の役割であるため、十分に配
慮をしていきますので、ご理解ご協力をいただき、子どもたちが成長する喜びを保護者の皆さんと分かち合い
たいと考えています。

●①子どもの疑問を大切にする
　身の回りのことに対する「なんだろう？」という
気づきを大切にし、心を動かす体験を提供できる環
境を整えます。
●②「やってみたい！」という気持ちを尊重する
　子ども一人ひとりの興味に寄り添い、自分のペー
スで挑戦できるように見守り、応援します。

●③仲間とともに発見や喜びを共有する
　友だちとの関わりの中で新しい気づきが生まれるよ
うな活動を通して、協働の楽しさや広がりを感じられ
るようにします。
●④安心できる大人としての関わり
　安心感の中でこそ子どもは新しいことにチャレンジ
できます。気持ちを受け止めたり、そっと背中を押し
たりしながら、対話を大切に支えていきます。

ぶなのもりこども園 増田園長に聞きました

自
然
に
囲
ま
れ
て
１
歩
ず
つ

―
開
園
か
ら
３
ヵ
月
を
迎
え
た
ぶ
な
の
も
り
こ
ど
も
園
―

自
然
に
囲
ま
れ
て
１
歩
ず
つ

ぶなのもりこども園が目指す姿を教えてください！

4



ぶなのもりこども園の強み
只見町で子育てをする魅力

　園の近くにある山や川など、自然を生
かした保育を行っています。子どもたち
は実際に森の中を歩くなどする中で、五
感を使って自然に触れ、様々な発見を楽
しみます。こうした体験は子どもたちの
好奇心や探究心を育て、学びへと繋がる
貴重なきっかけとなっています。

　子どもたちに「できた！」を感じてもらうチャ
ンスを大切にしています。服を着替える、靴をそ
ろえる、ご飯の配膳をする、そんな日常の一コマ
の中でも挑戦のチャンスが沢山あります。すぐに
手を貸すのではなく、見守りながら少しだけ背中
を押すことで、子どもたちは自信と達成感を積み
重ねていきます。「できた！」の喜びが自主性を
育てる土台となっています。

１．自然の中でのびのび！

３．達成感を次の成長に

ぶなのもりこども園の強み

　年齢の異なる子どもたちが一緒に生活し、
自然なかたちで関わりあう時間があります。
年上の子が年下の子の手を引いたり、優しく
声をかけたりする姿は、思いやりや責任感を
育てます。年下の子は、年上の子のうしろ姿
を見つめ、少しずつ真似ながら成長していき
ます。教えあい、育ちあう力を自然と引き出
してくれます。

２．異年齢で育ちあう
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給食の前に自分達で手を綺麗に洗います。
給食室で作られたお昼ご飯を、先生が教室
に準備し、子どもたちが自分の席まで運び
ます。子どもたち自身で体調に応じて、少
なめに分けられたものを選ぶこともできま
す。未満児クラスは、先生が素早く準備、
配膳します。

年長と年中の子どもたちはホールで横になり、体を休めま
す。年少の子どもたちは先生にお布団を敷いてもらいます。
お昼寝中も最低一人以上の先生が教室についています。
お昼寝の間に先生は、連絡帳の記入や情報共有を行ったり、
研修を受けたりしています。

園児がお昼寝から起きたら、布団を片付け、おやつの準備を
します。子どもたちみんなが楽しみにしている時間です。お
やつが終わると、只見、明和地区の子どもたちは帰りの支度
を整え、バスに乗る準備をします。
朝日地区の子どもたちは異年齢児の教室などに集まり、絵本
を読んだりおもちゃで遊んだりして、お迎えを待ちます。
先生たちは、子どもたちが帰った後、子どもたちの１日の様
子を共有したり、明日の予定のチェックをしたりします。

個々のアレルギーや体
調に応じて配膳のタイ

ミングを変えるなど、誤りが
無いように工夫しています。

保護者の声
こども園のバスの乗降が道路沿い
なので、少し気を遣います。先生
や運転手さんがついているので、
すごく心配というわけではないの
ですが…。

朝の忙しい時間にオムツなどを
セットにお部屋まで行くのがち
ょっと大変。でも、子どもたち
や先生の行ってらっしゃいで頑
張れます。

お家でも、お着替えや
お片付けに挑戦する姿
が増えました。園での
経験が生きているのか
な？

先生とのやりとりが
増えて、ちょっとし
た相談や報告が気軽
にできるようになり
ました。

開園から３ヵ月が経ち、保護者の方からもこども園の良い所や課題と感じる部分についての声が少しずつ挙が
ってきました。皆さんの意見を聞きながら、只見町のこども園らしさを生かし、子どもたちの成長のために、
より良い場所とはなにかを考えながら運営していきますので、ご理解ご協力をお願いいたします。

登園・登所 午前の活動
おやつ 給　食 お　昼　寝 おやつ

・遊び 順次降園・降所

一日に密着 !

12：00 13：00 14：00 15：00 16：00 17：00 18：00〜

給食

お昼寝・ゴロゴロタイム

おやつ
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朝は９時頃までに登園してもらいます。只見・明和の子どもは
それぞれの保育所からバスを使って登園します。沿線では町民
の皆さんが「いってらっしゃい」と手を振ってくれます。

さくら組の午前の活動は、園外保育で瀧神社やゆり
平、三石神社に行きました。トンボやヒメサユリを
見つけたり、一の岩に頭を入れたりしました。自然
の中で、たくさんの発見をしました。

只見保育所では只見地区の未
満児の保育が行われていま
す。こども園の園外保育や、
夕方にこども園から戻ってき
た子どもたちと一緒に遊ぶな
ど異年齢とのふれあいを通し
て、只見保育所でも社会性な
どを育んでいます。

看護師さんが、ケガをし
たり、具合が悪くなって
しまったりした子の様子
をみてくれます。（程度に
よって受診を勧めます）

たんぽぽ組の子どもたちは明和保育所に行きました。明和保育所
から聞こえる子どもたちの元気な声に地域のおじいちゃんおばあ
ちゃんが集まり、みんなで楽しい時間を過ごしました。

乗降どちらの際も点呼するなど、
人数をしっかり確認します。降車

後は車内を隅々まで目視し、車内に残さ
れている子がいないか確認します。

子どもたちの

一日の
スケジュール

子どもたちはこの様な一日を過ごしています。同じクラスのお友達だけでなく、上のお友達や下のお友達、
先生、地域の人、自然など、様々な「人、もの、こと」と関わりながら成長します。先生方は、一日一日
成長していく子どもたちに寄り添い、時には支援、時には見守りながら、成長を後押ししています。

登園・登所 午前の活動
おやつ 給　食 お　昼　寝 おやつ

・遊び 順次降園・降所

7：00 8：00 9：00 10：00 11：00

登園・登所

午前の活動（只見地区で散歩）

午前の活動（明和保育所で外遊び）

只見保育所の様子
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八
十
里
越
街
道
の
開
通
を
目
前
に
控
え
て

安
心
安
全
を
守
る
只
見
町
消
防
団

町
民
の
声
を
町
政
に
生
か
す

只
見
線
沿
線
地
域
の
振
興
の
た
め

「
越
後
・
南
会
津
街
道 

観
光
・

�

地
域
づ
く
り
懇
談
会
」開
催

「
福
島
県
消
防
協
会
表
彰
旗
」受
賞

「
町
政
懇
談
会
」開
催

保
科
氏
よ
り
ジ
オ
ラ
マ
の
寄
附

▲受賞報告をした目黒団長（中）

▲貴重なご意見ありがとうございました

▲観光庁の取り組み事例を説明する安部課長

▲ジオラマを寄贈した保科氏（右）

　

国
道
２
８
９
号
八
十
里
越
の
全
線
開
通

を
見
据
え
た
地
域
の
観
光
連
携
事
業
等
に

つ
い
て
検
討
す
る
「
第
６
回
越
後
・
南
会

津
街
道 

観
光
・
地
域
づ
く
り
懇
談
会
」
が

開
催
さ
れ
、
新
潟
県
三
条
市
と
南
会
津
町
、

只
見
町
の
３
市
町
の
商
工
業
者
や
関
係
者

ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
懇
談
会
終
了
後
に
、「
八
十
里
越
街

道
観
光
セ
ミ
ナ
ー
」
が
行
わ
れ
、
観
光
庁

観
光
地
域
振
興
課
の
安
部
勝
也
課
長
が
、

観
光
庁
の
取
り
組
み
事
例
の
説
明
、
紹
介

を
し
ま
し
た
。
続
け
て
、
総
務
省
地
域
力

創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
を
務
め
る
山
田

桂
一
郎
氏
と
コ
ム
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
の

今
井
ひ
ろ
こ
氏
が
「
観
光
地
域
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
第
78
回
福
島
県
消
防
大
会
」
が
６
月

８
日
に
開
催
さ
れ
、
只
見
町
消
防
団
は
、

公
益
財
団
法
人
福
島
県
消
防
協
会
よ
り
表

彰
旗
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

只
見
町
消
防
団
の
目
黒
邦
友
団
長
が
６

月
17
日
に
只
見
町
役
場
を
訪
れ
、
受
賞
の

報
告
を
行
い
ま
し
た
。
目
黒
団
長
は
、「
福

島
県
消
防
大
会
で
只
見
町
消
防
団
の
地
域

の
安
心
安
全
を
守
る
姿
勢
が
評
価
さ
れ

た
。
こ
れ
か
ら
も
消
防
団
活
動
へ
の
協
力

を
お
願
い
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

町
の
事
業
等
の
説
明
や
報
告
を
行
い
、

町
民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
場

を
目
的
と
し
た
「
町
政
懇
談
会
」
が
各
公

民
館
で
開
催
さ
れ
、
60
人
が
参
加
し
ま
し

た
。（
只
見
６
月
24
日
、
朝
日
６
月
25
日
、

明
和
６
月
27
日
開
催
）

　

町
か
ら
は
、
今
年
新
た
に
設
置
さ
れ
た

害
虫
駆
除
関
連
の
補
助
事
業
や
、
今
後
実

施
を
予
定
し
て
い
る
商
品
宅
配
サ
ー
ビ
ス

の
モ
デ
ル
事
業
の
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
説
明
の
あ
っ
た
事
業

に
対
す
る
質
問
の
他
、
あ
さ
く
さ
ホ
ー
ム

関
連
や
、
公
民
館
に
設
置
し
て
い
る
ご
意

見
箱
に
つ
い
て
等
の
質
問
、
町
政
へ
の
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
津
ヨ
シ
！
の
保
科
賢
太
郎
氏
が
、
自

身
で
作
成
し
た
Ｊ
Ｒ
蒲
生
駅
の
ジ
オ
ラ
マ

を
只
見
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
ジ
オ
ラ
マ
は
撮
り
た
め
た

写
真
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
細
部
や
写
真

で
分
か
ら
な
い
部
分
は
現
地
に
通
い
、
約

３
ヵ
月
間
か
け
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
科
氏
は
「
只
見
線
の
情
景
の
ジ
オ
ラ

マ
は
只
見
町
に
あ
っ
た
方
が
い
い
と
考
え

た
。
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
い
て
地
域

振
興
に
つ
な
が
る
と
あ
り
が
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。
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NEWS&FLASH

只
見
町
の
未
来
を
考
え
る

「
小
学
校
改
革
審
議
会
」開
催

▲諮問書を受取る目黒広信会長（右）

　
「
只
見
町
小
学
校
改
革
審
議
会
」（
以
下

審
議
会
）
が
５
月
30
日
に
開
催
さ
れ
、「
小

学
校
の
在
り
方
検
討
懇
談
会
」（
以
下
懇
談

会
）
で
挙
げ
ら
れ
た
「
３
小
学
校
を
統
合

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
の
意
見
を
踏

ま
え
、
町
長
か
ら
審
議
会
長
に
諮
問
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
審
議
会
で
は
、
懇
談
会
で
挙
げ

ら
れ
た
意
見
や
、
町
内
小
学
校
の
現
状
の

共
有
を
行
い
、
活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
校
統
合
に
つ
い
て
、

今
後
具
体
的
な
協
議
を
行
っ
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
年
内
の
審
議
会
、
住
民
や
保
護

者
と
の
懇
談
会
を
経
て
、
町
に
答
申
を
行

う
予
定
で
す
。

６月議会で可決いただきました
　６月議会で可決いただいた内容（補正予算）の一部をご紹介します。（詳細につ
きましては、今後のおしらせばん等でご説明、または該当者等に担当課よりご連絡
いたします）

　今年の大雪により、損傷や倒壊したパイプハウスの復旧、撤
去に係る費用について、県の補助事業に上乗せしてお支払いし
ます。調査等行いまして、該当者には担当課よりご連絡いたし
ます。

　水利に関係する法律の成立以前の取り決めなどによって水の
利用が認められていたもの（慣行水利権）について、河川法に
基づいた占有の許可（許可水利権）申請に対応するための資料
作成業務を委託するものです。

　ご自身で買い物に行くことが困難な方（主に高齢者など）を
対象に電話注文により、商品をご自宅に配送します。
　現在、関係機関、協力者と実施方法等について協議を進めて
います。サービスの開始時期等の詳細は、おしらせばんでご案
内します。

①大雪農業災害特別対策事業

②河川法の許可申請に係る資料作成委託

③買い物支援事業（商品宅配サービスモデル事業）
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NEWS&FLASH

№ シンポジウム・研究会テーマ 助成研究者代表 所　属

1 只見とは何か―その歴史的形成を探る― 赤塚　公生　さん 奥会津・越後交
流史研究会

　なお、助成研究者は、只見町ブナセンターと連携して調査研究をおこないます。町内で只
見町ブナセンターの腕章・ロゴを付けた研究者や車両を見かけましたら、本事業による調査
中ですので、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。年度内に研究成果発表会を開催す
る予定です。シンポジウムの日程等の詳細は、決まり次第助成団体から案内されます。

【お問合せ】只見町役場交流推進課ユネスコエコパーク推進係　０２４１（８２）５９６３

№ 研究テーマ 助成研究者代表 所　属

１ アカミノアブラチャンの遺伝的特徴と果実色変異 森口　喜成　さん 新潟大学

２ 只見地域におけるキタゴヨウ群落における個体群構造の
多様性と地形プロセスの関係 近藤　博史　さん 国士舘大学

３ UAV空撮を用いた多雪山岳地における斜面低木林の組
成と多様性の解明 筧　わかな　さん 横浜国立大学　

４ 只見町のイワナ Salvelinus leucomaenisの集団遺伝構造 村上　弘章　さん 東北大学大学院

５ 間伐材の有効利用と持続的活用に向けた薪ストーブ利用
の課題と展望 大橋慎太郎　さん 新潟大学

６ タダミハコネサンショウウオとハコネサンショウウオの
共存動態に関する研究 宗像　優生　さん 筑波大学大学院

　「自然首都・只見」学術調査研究助成金事業は、只見町の自然環境・生物多様性、歴史、民
俗、産業に関する調査研究をおこなう研究者に対して助成し、それらの価値を科学的にあき
らかにすることで「自然首都・只見」ブランドの向上をめざすものです。厳正な審査の結果、
今年度は下記の７件について助成を行うことが決定しました。

令和７年度�
「自然首都・只見」学術調査研究助成金事業の
� 助成テーマ・研究者グループが決定！
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

高校野球で交流を深める
只見高校「三条市高校野球交流大会」参加

坂田地区の史跡をめぐる
「明和ふるさとハイキング」開催

五能線を走る観光列車がやってきた
「リゾートしらかみ橅」が只見線に初入線

　観光列車「リゾートしらかみ橅編成」が６月７日にＪＲ只見線に初入線し、「只見線こども会議」（以下
同会議）のメンバーや町民らが、乗客をもてなしました。今回の入線は、令和５年に開かれた同会議で

「ブナをイメージした列車がブナの町である
只見町を走れば只見線が盛り上がる」と意見
が出たことから、署名活動を行い、集まった
署名をＪＲなどに提出し、実現しました。
　同会議のメンバーは、横断幕やシャボン玉、
１分駅長フォトサービス、オリジナルコース
ター配布などで、乗客を含む来駅者をもてな
しました。また同会議の子どもたちは、「只
見線が盛り上がる活動を続けていきたい」と
話しました。

　三条野球連盟の主催で「第４回三条市高校野球交流大会」が６月１４日に三条パール金属スタジアム
（三条市）で開催され、招待校として只見高校が参加し、三条高校、新潟県央高校と交流試合をしました。
　第１試合は三条高校との試合が行われました。只見高校が初回表に１点を先制すると、三条高校もそ
の裏にすぐに追いつくなど両者譲らない試合となりまし
た。３回表に只見高校が追加点を上げるも、裏に勝ち越さ
れ、その後は５回、６回に三条高校がリードを広げ、８回
時間切れのため２対５で惜しくも三条高校に敗れました。
　第２試合は県央工業高校との試合が行われました。１回
裏に県央工業高校に３点の得点を許すと、その後徐々に点
差を広げられ、６回降雨コールドゲームとなり、県央工業
高校の勝利となりました。
　１５日に予定されていた三条東高校、三条商業高校との
試合は雨天中止となりました。

　明和自治振興会主催の「第９回明和ふるさとハイキ
ング」が６月１４日に開催されました。
　参加者らは、飯塚恒夫さん（坂田）の案内で、夏渡
橋や滝原古戦場、坂田観察の森など、往復約２キロの
コースを１時間半ほどの時間で回り、ハイキングを楽
しみました。
　また、ハイキング後に、希望者は、坂田打杭地内の
棚田を見学し、集落での棚田の取り組みや構想などに
ついて学びました。

▲シャボン玉などでおもてなしをした只見線こども会議のメンバーや町民

▲試合を通して、交流を深めました

▲ハイキングを楽しんだ参加者たち
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只見町の民具活用事例を全国に
新国勇さん 飛騨市で只見町の民具を紹介

只見駅周辺の利用者をおもてなし
只見小学校
花植えをしました

只見町からラジオ生放送
六角精児さん来町 只見線を応援

　NHKラジオ第１で放送中の「ふんわり」の６
月１９日放送は只見町から放送されました。木曜
日パーソナリティの六角精児さんが来町し、駅前
旅館只見荘をスタジオに「奥会津のライフライン　
走れ！只見線」のタイトルで放送が行われました。
　酒井治子さんや目黒ゆかりさん、脇坂斉弘さん
らがゲストを務め、六角さんと一緒に只見線の魅
力を伝えました。
　放送では、六角さんが只見線への思いを語った
り、視聴者からのメッセージに応えたりした他、
９時３０分発の小出行き列車が発車する際には手
を振るなどしました。
○「ふんわり」NHKラジオ第１毎週月～金曜日
　　　　午前８時３０分～１１時５０分　放送中

　岐阜県飛騨市で開かれた「飛騨みやがわ考
古民俗館開館３０周年シンポジウム」に、た
だみ・モノとくらしのミュージアム運営協議
会長の新国勇さんが招かれ、「“民具愛”でま
ちづくり」のテーマで只見方式の民具整理や
現代での活用方法などを解説しました。
　令和５年には、日本民具学会全国大会が只
見町で開催されるなど、只見町の民具の整理
方式や活用事例は、全国モデルとして注目さ
れています。

　只見小学校１、２年生が６月１９日にＪＲ只見駅
周辺で環境美化活動をしました。生活科の授業の時
間で実施され、只見線を利用される方や、只見駅前
を訪れた方を視覚でもおもてなしできるように町内
団体等の皆さんらと花を植えました。
　児童は「腕まで土まみれになったけど、キレイに
植えられて良かった」と話しました。

▲只見線やローカル線への思いを伝えた六角さん（右）とゲスト出演
した脇坂さん（左）

▲只見の民具について講演する新国さん

▲土だらけになりながら、一生懸命に頑張りました

町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
令
和
七
年
六
月
詠
草

只
見
俳
句
会　
六
月
定
例
会

�

睦　

子

父
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た
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風
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一
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影
に
は
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友
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達

熱
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�
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れ
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追　
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友
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友
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�
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ふ

�

立
花　
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音
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て
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指
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ン

�
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ら
れ
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眠
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し
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に
て
安
心
し
き
る

�

渡
部
ヨ
リ
子

夕
焼
け
を
背
に
受
け
な
が
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で
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烏
鳴
き
を
り
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電話番号

税

今
月
の
納
期

7
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

総務企画課
　総務係　企画係　財政係
� ☎82-5210
町民生活課
　町民税務係� ☎82-5110
　生活安全係� ☎82-5100
保健福祉課
　保　健　係� ☎84-7005
　福　祉　係
　成年後見センター
� ☎84-7010
農林建設課
　農　林　係� ☎82-5230
　建　設　係� ☎82-5270
交流推進課
　観光交流係　商工労働係
� ☎82-5240
　ユネスコエコパーク推進係
（ただみ・ブナと川のミュージアム内）

� ☎82-5963
会　計　室� ☎82-5120
只見保育所� ☎82-2219
認定こども園� ☎84-2038
明和保育所� ☎86-2249
朝日診療所� ☎84-2221
（歯科）� ☎84-2612
こぶし苑� ☎84-2101
只見公民館� ☎82-2141
朝日公民館� ☎84-2111
明和公民館� ☎86-2111
教育委員会� ☎82-5320
学校給食センター� ☎84-7180
議会事務局� ☎82-5300
農業委員会� ☎82-5230

●
固
定
資
産
税
（
２
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
１
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
７
月
分
）

一
、
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

【
高
校
卒
程
度
】

　

○
一
般
事
務　
　

１
名
程
度

　

○
土
木　
　
　
　

１
名
程
度

　

○
建
築　
　
　
　

１
名
程
度

【
資
格
免
許
職
】

　

○
保
健
師　
　
　

１
名
程
度

【
社
会
人
経
験
者
】

　

○
一
般
事
務　
　

１
名
程
度

二
、
受
験
資
格
（
学
歴
不
問
）

【
高
校
卒
程
度
】

　

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
20
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
土
木
・

建
築
職
に
お
い
て
は
、
無
資
格
も
し
く
は

未
経
験
の
方
は
、
採
用
後
、
一
般
財
団
法

人
ふ
く
し
ま
市
町
村
支
援
機
構
に
お
い

て
、
数
年
間
専
門
的
な
技
術
の
習
得
が
で

き
る
者

【
資
格
免
許
職
】

　

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

者
で
、
保
健
師
（
保
健
婦
）
の
免
許
を
有

す
る
者
、
又
は
令
和
８
年
３
月
末
ま
で
に

資
格
取
得
見
込
み
の
者

【
社
会
人
経
験
者
】

　

昭
和
45
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
民
間
企

業
等
に
お
け
る
職
務
経
験
年
数
が
直
近
10

年
中
の
期
間
に
お
い
て
、
通
算
５
年
以
上

有
す
る
者
（
詳
細
は
試
験
要
領
に
よ
る
）

三
、
試
験
の
方
法

【
第
一
次
試
験
】

・
高
校
卒
程
度
、
資
格
免
許
職

　

教
養
試
験
（
高
校
卒
程
度
）
及
び
事
務

適
性
検
査
（
資
格
免
許
職
を
除
く
）・
性

格
特
性
検
査
・
職
場
適
応
性
検
査

・
社
会
人
経
験
者

　

職
務
能
力
試
験
、
職
務
適
応
性
検
査
、

事
務
適
正
検
査

【
第
二
次
試
験
】（
第
一
次
試
験
合
格
者
）

　

小
論
文
、
面
接

四
、
第
一
次
試
験
の
日
時
、
会
場

・
高
校
卒
程
度
、
資
格
免
許
職

▽
日
時

　

令
和
７
年
９
月
21
日（
日
）

　

午
前
９
時
受
付
～
午
後
２
時
30
分

▽
場
所

　

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
田
部
原

　

２
６
０　

県
立
南
会
津
高
等
学
校

・
社
会
人
経
験
者

▽
日
時　
令
和
７
年
９
月
21
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
受
付
～
正
午

▽
場
所　
福
島
市
中
町
８
番
２
号

　
　
　
　

福
島
県
自
治
会
館

五
、
発　
表

　

役
場
掲
示
板
に
合
格
者
受
験
番
号
を
掲

示
す
る
ほ
か
、
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

六
、
採　
用

　

合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ

れ
成
績
順
に
町
長
が
採
用
す
る
者
を
決
定

し
ま
す
。（
名
簿
の
有
効
期
間
は
一
年
間
）

七
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

【
手
続
方
法
】

　

申
込
用
紙
は
総
務
企
画
課
及
び
朝
日
・

明
和
公
民
館
で
交
付
し
ま
す
（
郵
送
に
よ

る
交
付
請
求
の
場
合
は
、
１
４
０
円
切
手

を
貼
っ
た
自
分
宛
の
返
信
封
筒
角
二
号
を

添
付
す
る
こ
と
）。

　

記
入
し
た
申
込
用
紙
に
自
分
宛
の
返
信

封
筒
を
添
付
し
総
務
企
画
課
へ
提
出
く
だ

さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　

令
和
７
年
７
月
16
日（
水
）か
ら
８
月
15

日（
金
）ま
で
（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
８

月
13
日（
水
）ま
で
の
消
印
有
効
）

八
、
申
込
及
び
問
合
せ
先

　

南
会
津
郡
只
見
町
大
字
只
見
字
町
下

　

２
５
９
１
－
30

　

只
見
町
役
場　

総
務
企
画
課
総
務
係

　

℡
０
２
４
１
－
82
－
５
２
１
０

試
　
験

令
和
８
年
度
只
見
町
職
員（
高
校
卒

程
度
）（
資
格
免
許
職
）（
社
会
人
経

験
者
）
採
用
候
補
者
試
験
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一
、
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　

○
消
防　
　

３
名
程
度

二
、
受
験
資
格
（
学
歴
不
問
）

　

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
20
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
普
通
自

動
車
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
免
許
除
く
）

の
取
得
者
又
は
取
得
見
込
者

三
、
試
験
の
方
法

【
第
一
次
試
験
】

　

教
養
試
験
、
適
性
検
査
、
体
力
試
験

【
第
二
次
試
験
】（
第
一
次
試
験
合
格
者
）

　

面
接
試
験
、
作
文
試
験
、
身
体
検
査

四
、
第
一
次
試
験
の
日
時
、
会
場

【
日
時
】

　

令
和
７
年
９
月
21
日（
日
）

　

午
前
９
時
受
付
～
午
後
４
時

【
場
所
】

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
西
上
川
原

乙
65　

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組

合
消
防
本
部

五
、
発　
表

　

各
役
場
、
組
合
掲
示
板
に
に
合
格
者
受

験
番
号
を
掲
示
す
る
ほ
か
、
合
格
者
に
通

知
し
ま
す
。

一
、
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
数

　

○
行
政　

１
名
程
度

二
、
受
験
資
格
（
学
歴
不
問
）

　

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
20
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
普
通
自

動
車
運
転
免
許
の
取
得
者
又
は
取
得
見

込
者

三
、
試
験
の
方
法

【
第
一
次
試
験
】

　

教
養
試
験
、
適
性
検
査

【
第
二
次
試
験
】（
第
一
次
試
験
合
格
者
）

　

面
接
試
験
、
作
文
試
験

四
、
第
一
次
試
験
の
日
時
、
会
場

【
日
時
】

　

令
和
７
年
９
月
21
日（
日
）

　

午
前
９
時
受
付
～
午
後
２
時
30
分

【
会
場
】

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
田
部
原

２
６
０　

県
立
南
会
津
高
等
学
校

五
、
発　
表

　

各
役
場
、
組
合
掲
示
板
に
合
格
者
の
受

験
番
号
を
掲
示
す
る
ほ
か
合
格
者
に
通
知

し
ま
す
。

令
和
８
年
度
南
会
津
地
方
広
域
市

町
村
圏
組
合
消
防
職
員
採
用
試
験

（
高
校
卒
程
度
）

令
和
８
年
度
南
会
津
地
方
広
域
市

町
村
圏
組
合
行
政
職
員
採
用
候
補

者
試
験
（
高
校
卒
程
度
）

六
、
採　
用

　

合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ

れ
成
績
順
に
採
用
す
る
者
を
決
定
し
ま
す
。

（
名
簿
の
有
効
期
間
は
一
年
間
）

七
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

【
手
続
方
法
】

　

申
込
用
紙
は
南
会
津
地
方
広
域
市
町
村

圏
組
合
事
務
局
、
消
防
本
部
又
は
出
張
所

等
で
交
付
し
ま
す
。（
郵
送
の
場
合
は
封

筒
の
表
に
「
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱

書
き
し
、
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信

用
封
筒
角
形
２
号
を
添
付
す
る
こ
と
）

【
受
付
期
間
】

　

令
和
７
年
７
月
16
日（
水
）か
ら
８
月
15

日（
金
）ま
で
（
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
15

日
必
着
）

八
、
申
込
及
び
問
合
せ
先

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
西
上
川
原

乙
65　

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組

合
事
務
局　

総
務
課

℡
０
２
４
１
－
62
－
０
０
５
４

六
、
採　
用

　

合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ

れ
、
成
績
順
に
採
用
す
る
者
を
決
定
し
ま

す
。（
名
簿
の
有
効
期
限
は
一
年
間
）

七
、
受
験
手
続
き
及
び
受
付
期
間

【
手
続
方
法
】

　

申
込
用
紙
は
南
会
津
地
方
広
域
市
町
村

圏
組
合
事
務
局
、
消
防
本
部
又
は
出
張
所

等
で
交
付
し
ま
す
。（
郵
送
の
場
合
は
封

筒
の
表
に
「
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱

書
き
し
、
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信

用
封
筒
角
形
２
号
を
添
付
す
る
こ
と
）

【
受
付
期
間
】

　

令
和
７
年
７
月
16
日（
水
）か
ら
８
月
15

日（
金
）ま
で
（
郵
送
の
場
合
は
８
月
15
日

必
着
）

八
、
申
込
及
び
問
合
せ
先

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
西
上
川
原

乙
65　

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組

合
事
務
局　

総
務
課

℡
０
２
４
１
－
62
－
０
０
５
４

試験案内ページ

試験案内ページ
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ただみに来た人に
聞いてみた

只見町在住４年目

蛯原 秀樹 さん

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
鉄
道
が
好
き
で
、
小

学
生
の
頃
に
、
会
津
若
松
駅
で
只
見
線
の

車
両
を
見
て
、「
自
分
も
あ
れ
に
乗
っ
て
、

只
見
っ
て
場
所
に
行
っ
て
み
た
い
！
」
と

思
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
高
校
生
の

頃
か
ら
旅
を
し
て
い
る
中
で
、
旅
仲
間
の

中
に
只
見
線
の
こ
と
を
好
き
な
方
が
い
た

の
で
す
が
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

初
め
て
冬
に
只
見
線
に
乗
っ
た
時
、
小
出

方
面
か
ら
の
最
後
の
ト
ン
ネ
ル
を
出
て
広

が
る
只
見
の
景
色
に
、
こ
れ
が
亡
く
な
っ

た
あ
の
人
が
好
き
だ
っ
た
町
な
ん
だ
と
感

動
し
ま
し
た
。
そ
の
時
か
ら
こ
の
町
で
暮

ら
し
た
い
と
考
え
始
め
ま
し
た
。

　

診
療
所
が
あ
る
の
で
内
科
は
良
い
の
で

す
が
、
眼
科
な
ど
の
診
療
所
に
無
い
科
に

な
る
と
一
番
近
く
て
も
片
道
１
時
間
か
か

る
の
は
大
変
で
す
ね
。
雪
で
は
思
っ
た
よ

り
困
っ
て
い
な
い
で
す
ね
。
も
と
も
と
旅

を
し
て
い
た
時
、
冬
に
雪
国
ば
か
り
行
っ

て
い
た
ん
で
す
。
そ
の
せ
い
か
、
移
住
し

て
か
ら
も
想
像
よ
り
は
困
ら
な
か
っ
た
で

す
。
移
住
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
、
体
調

が
良
く
な
っ
て
、
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る

場
所
だ
か
ら
、
何
か
珍
し
い
花
が
あ
る
か

な
と
か
、
見
て
回
る
の
が
楽
し
い
で
す
。

不
便
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
コ

ン
ビ
ニ
ま
で
１
時
間
か
か
る
と
こ
ろ
を

「
大
変
だ
な
」
で
は
な
く
「
遊
び
に
行
く

ぞ
！
」
み
た
い
に
、
楽
し
み
に
変
え
て
い

け
れ
ば
楽
し
く
生
活
で
き
ま
す
よ
。

　

仕
事
が
終
わ
っ
た
ら
大
体
、
只
見
保
養

セ
ン
タ
ー
ひ
と
っ
ぷ
ろ
ま
ち
湯
に
行
く
の

で
す
が
、
ま
ち
湯
が
休
み
の
日
は
湯
ら
里

の
温
泉
や
大
塩
温
泉
に
そ
の
時
の
気
分
で

通
っ
て
い
ま
す
。
会
社
か
ら
帰
っ
て
き
て

ど
こ
の
お
風
呂
に
行
こ
う
か
悩
ん
で
い
ま

す
。
休
み
の
日
は
、
只
見
線
で
車
内
販
売

と
案
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
い
ま

す
。
乗
客
の
方
に
、
移
住
し
て
き
て
冬
は

除
雪
の
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
話

す
と
驚
か
れ
ま
す
。
臨
時
列
車
が
走
る
日

は
列
車
か
ら
降
り
て
く
る
人
に
駅
前
で
案

内
を
し
て
い
ま
す
。

た
だ
み
に
来
た
き
っ
か
け

�

を
聞
い
て
み
た

た
だ
み
で
の
く
ら
し

�
を
聞
い
て
み
た

た
だ
み
で
感
じ
た
こ
と

�

を
聞
い
て
み
た

　

蛯
原
さ
ん
の
お
話
を
も
っ
と
詳
し

く
知
り
た
い
、
他
の
移
住
者
の
話
を

も
っ
と
聞
き
た
い
方
は
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ホ
の
ブ
ラ
ウ
ザ
ア
プ
リ
か
ら

「
只
見
町　

移
住
体
験
談
」
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
！

町ＨＰ
移住体験談

７
月
下
旬
～
８
月
の

イ
ベ
ン
ト
情
報

７
月
１９
日
～
８
月
１１
日
の
土
・
日
・
祝

「
風
っ
こ
只
見
線
満
喫
号
」

�

只
見
駅
入
線

　
只
見
駅
に「
風
っ
こ
只
見
線
満
喫
号
」が
入
線
し
ま
す
。

み
ん
な
で
手
を
振
っ
て
お
出
迎
え
を
し
よ
う
！

※
参
加
者
等
を
募
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
都
合

の
つ
く
方
で
お
出
迎
え（
手
振
り
）を
お
願
い
し
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
１１
時
５７
分
只
見
駅
着

午
後
０
時
４８
分
只
見
駅
発

【
場
所
】
Ｊ
Ｒ
只
見
駅

【
問
合
せ
先
】
只
見
町
交
流
推
進
課

（
℡
０
２
４
１
︱
８2
︱
５
２
４
０
）

７
月
２６
日（
土
）

「
民
話
茶
屋
」

　
只
見
町
で
語
り
継
が
れ
て
き
た
昔
ば
な
し
を
只
見
町
昔

ば
な
し
の
会
の
方
々
が
只
見
弁
で
語
り
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
１０
時
３０
分
～

【
場
所
】
た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

い
ろ
り
の
間

【
問
合
せ
先
】
た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
℡
０
２
４
１
︱
８６
︱
２
１
７
５
）

８
月
１６
日（
日
）

河
井
継
之
助
墓
前
祭

　
長
岡
藩
の
家
老
・
河
井
継
之
助
の
命
日
に
毎
年
行
わ
れ

る
墓
前
祭
で
す
。
医
王
寺
に
お
い
て
読
経
や
焼
香
が
行
わ

れ
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
１１
時
３０
分
予
定

【
場
所
】
医
王
寺
（
只
見
町
塩
沢
）

【
問
合
せ
先
】
河
井
継
之
助
墓
前
祭
実
行
委
員
会

（
河
井
継
之
助
記
念
館
内

 

℡
０
２
４
１
︱
８2
︱
２
８
７
０
）

※
編
集
時
点
に
お
い
て
の
開
催
予
定
に
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
各
問
合
せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

あ
と
が
き

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

▽
育
児
も
保
育
も
時
代
と
共
に
変
わ

り
続
け
る
中
で
、
今
こ
の
瞬
間
の
要

望
に
応
え
る
た
め
に
、
目
配
り
、
気

配
り
、
心
配
り
を
す
る
先
生
方
に

は
、
た
だ
た
だ
敬
服
す
る
ば
か
り
で

し
た
。
そ
の
お
か
げ
か
、
子
ど
も
た

ち
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
過
ご
し
て
い

た
よ
う
で
し
た
。

▽
子
ど
も
た
ち
に
遊
ん
で
も
ら
い
な

が
ら
の
取
材
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん

の
元
気
を
貰
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
が
元
気
だ
と
大
人
も
元
気
に
な
れ

ま
す
ね
。 

（
小
林
）

（5月26日～6月25日届出分）敬称略

転入　７　転出　３　出生　１　死亡　６

令和７年６月１日現在
人　　口　３，４９１（－１）
　 男 　　１，７３８（＋１）
　 女 　　１，７５３（－２）
世 帯 数　１，５０５（±０）
高齢化率　　　　４８．５％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

★カフネ

★大ピンチずかん〈３〉

� 【著】阿部暁子（講談社）
　一緒に生きよう。あなたが
いると、きっとおいしい。
　やさしくも、せつない。こ
の物語は、心にそっと寄り添
ってくれる。
　法務局に勤める野宮薫子
は、溺愛していた弟が急死し
て悲嘆にくれていた。弟が遺
した遺言書から弟の元恋人・
小野寺せつなに会い、やがて

 【著】鈴木のりたけ（小学館）
　ベストセラー絵本「大ピ
ンチずかん」シリーズの第
３弾がついに登場！３巻目
にもかかわらず、子どもを
襲う大ピンチは後を絶たな
い。へんな日焼けをした。
割りばしがうまく割れない。
ああ、確かにあったぞ、こ
んな大ピンチ…。
　大ピンチに陥ったとき、

彼女が勤める家事代行サービス会社「カフネ」の活
動を手伝うことに。弟を亡くした薫子と弟の元恋人
せつな。食べることを通じて、二人の距離は次第に
縮まっていく…。
　２０２５年本屋大賞作品です。

なぜこんなことになったかを考える。そんな時は、
うっかりメーターを見てみよう。今回初登場の新機
軸だ。数値を見れば自分のせいかどうか一目瞭然。
次からは気をつけることができる。
　進化を続ける「大ピンチずかん」シリーズ。３冊
揃えて手元に置いておけば、もう安心！！

只見公民館

図書紹介
只見公民館図書室

☎82－2141

○只見公民館ではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば、ぜひリクエストしてください。

■お誕生おめでとうございます
鈴
すず

木
き

　快
かいしゅう

周（男／晃・千寛）　　　只　見
目
め

黒
ぐろ

　咲
さ

奈
な

（女／誠也・莉奈）　　長　浜
三
さん

瓶
べ

結
ゆい

太
た

郎
ろう

（男／志門・美結）　　大　倉

■おくやみ申し上げます
渡　部　律　子　　88歳　　小　林
三　瓶　宏　平　　80歳　　只　見
三　瓶　淑　子　　84歳　　大　倉
酒　井　ス　ミ　　93歳　　長　浜
小　沼　タツ子　　97歳　　大　倉
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※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

℡ 0241（72）8355

■発行／只見町　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■編集／総務企画課総務係　https://www.town.tadami.lg. jp/　☎ 0241（82）5210

只見町ブナセンター通信
Vol. 4

　只見町には只見川や伊南川を代表に、大小様々な川や渓流があります。こうした川
や渓流は、およそ1万年前に地球が冷えた時期（最終氷期）が終わってから今日まで、
只見地域の大地に広がる比較的もろい緑

りょくしょく

色凝
ぎょうかい

灰岩
がん

が、豪雪と雪崩、水の流れによって
削り取られてできたものです。雪解け水や山地に降った雨は、無数の細い流れとなり、
それらの流れは合流し、小さな渓流が川に入ると次第に水かさを増し、川幅を大きく
しながら、伊南川、只見川に注ぎ込んでいます。

　そして、驚くべきことに無
数にある川や渓流のほとんど
に名まえがつけられており、
その数はおよそ800以上に
のぼります。それら川や渓流
の名まえは、その環境や位置、
住民による活用の内容などを
表すものがあてがわれていま
す。一方で、名まえのない川
や渓流もあります。その理由
を只見の古老に聞くと、「狩
猟、山菜・きのこの採取、漁

ぎょ

撈
ろう

などの利用がなかったから
名まえがないだけ」とのこと
でした。極めて明快な理由で
す。これだけ多くの名まえが
ついているということは、只
見の人々が生活の中で多くの
川や渓流をさかんに利用して
きたことを証明するものなの
です。

只見の河川・渓流

只見町ブナセンターからのお知らせ
7月は下記イベントを開催しております。
■企画展「豪雪に育まれた豊かな川辺の生態系」
　会期：2025年7月19日（土）～2025年12月1日（月）
　場所：ただみ・ブナと川のミュージアム　2階ギャラリー

▲只見の川地図。住民の方への聞き取りをもとに渓流・河川の位置と名称が記された地図です。
　ただみ・ブナと川のミュージアム、ふるさと館田子倉では、Ａ1サイズ、500円で販売しています。
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